
－1－ 

平成１４年第６回防府市議会定例会会議録（その１） 

 

○平成１４年１２月６日（金曜日） 

 

○議事日程 

  平成１４年１２月６日（金曜日）   午前１０時 開会 

   １ 開  会 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 会期の決定 

   ４ 許可第 ２号 防府市議会議長の辞職について（追加） 

   ５ 選挙第 １号 防府市議会議長の選挙について（追加） 

   ６ 許可第 ３号 防府市議会副議長の辞職について（追加） 

   ７ 選挙第 ２号 防府市議会副議長の選挙について（追加） 

   ８ 議席の一部変更について（追加） 

   ９ 選任第 ８号 防府市議会常任委員会委員の選任について 

   10 選任第 ９号 防府市議会議会運営委員会委員の選任について 

   11 市長行政報告 

   12 認定第 ２号 平成１３年度決算の認定について 

            （一般・特別会計決算特別委員会委員長報告） 

   13 選任第１０号 防府市公平委員会委員の選任について 

   14 選任第１１号 防府市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

   15 報告第４８号 有限会社野島海運の経営状況報告について 

   16 議案第７９号 字の区域の変更について 

   17 議案第８０号 土地の出資について 

   18 議案第８１号 防府市留守家庭児童保育施設設置及び管理条例中改正について 

   19 議案第８２号 防府市国民健康保険条例中改正について 

   20 議案第８３号 防府市火葬場・葬儀所設置及び管理条例中改正について 

   21 議案第８４号 防府市自転車競走実施条例中改正について 

   22 議案第８５号 防府市奨学資金貸付条例中改正について 

   23 議案第８６号 防府市地域交流センター設置及び管理条例中改正について 

   24 議案第８７号 防府市消防本部及び消防署の設置等に関する条例中改正につい

て 
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   25 議案第８８号 平成１４年度防府市一般会計補正予算（第５号） 

   26 議案第８９号 平成１４年度競輪事業特別会計補正予算（第２号） 

     議案第９０号 平成１４年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

     議案第９１号 平成１４年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 

○本日の会議に付した事件 

   目次に記載したとおり 

 

○出席議員（３０名） 

       １番  深 田 慎 治 君      ２番  山 下 和 明 君 

       ３番  河 杉 憲 二 君      ４番  行 重 延 昭 君 

       ５番  岡 村 和 生 君      ６番  弘 中 正 俊 君 

       ７番  横 田 和 雄 君      ８番  藤 本 和 久 君 

       ９番  斉 藤   旭 君     １０番  山 本 久 江 君 

      １１番  木 村 一 彦 君     １２番  馬 野 昭 彦 君 

      １３番  藤 野 文 彦 君     １４番  山 田 如 仙 君 

      １５番  平 田 豊 民 君     １６番  安 藤 二 郎 君 

      １７番  熊 谷 儀 之 君     １８番  佐 鹿 博 敏 君 

      １９番  石 丸 典 子 君     ２０番  松 村   学 君 

      ２１番  大 村 崇 治 君     ２２番  広 石   聖 君 

      ２３番  藤 井 正 二 君     ２４番  河 村 龍 夫 君 

      ２５番  今 津 誠 一 君     ２６番  田 中 敏 靖 君 

      ２７番  中 司   実 君     ２８番  青 木 岩 夫 君 

      ２９番  横 見   進 君     ３０番  久 保 玄 爾 君 

 

○欠席議員 

  なし 

 

○説明のため出席した者 

  市 長  松 浦 正 人 君   助 役  土 井   章 君 

  収 入 役  林     甫 君   財 務 部 長  湯 浅 克 彦 君 
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  総 務 部 長  中 村 武 則 君   総 務 課 長  渡 辺 知 明 君 

  生活環境部長  戸 幡 昭 彦 君   産業振興部長  阿 部   實 君 

  土木建築部長  林   勇 夫 君   都市整備部長  清 水 義 久 君 

  健康福祉部長  村 田 辰 美 君   教 育 長  岡 田 利 雄 君 

  教 育 次 長  山 下 州 夫 君   水道事業管理者  福 田 勝 正 君 

  水 道 局 参 事  井 上 孝 一 君   消 防 長  山 根 徹 雄 君 

  監 査 委 員  小 田   寛 君 

 

○事務局職員出席者 

  議会事務局長  山 下   正 君   議会事務局次長  中 村 武 文 君 

  議会事務局補佐  亀 重 正 勝 君   議会事務局主査  中 村 郁 夫 君 

  議会事務局主査  佐 甲 裕 史 君 

 

午前１０時 １分 開会 

○議長（久保 玄爾君） おはようございます。ただいまから平成１４年第６回防府市議

会定例会を開会いたします。 

 

○議長（久保 玄爾君） 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

  会議録署名議員の指名 

○議長（久保 玄爾君） 本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。 

 ２７番、中司議員、２８番、青木議員、御両名にお願い申し上げます。 

 

  会期の決定 

○議長（久保 玄爾君） 会期についてお諮りします。 

 今期定例会の会期は、本日から１２月２０日までの１５日間としたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から１２月２０日までの１５日間と決定いたしました。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほどお願い申し上げます。 
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○議長（久保 玄爾君） ここで、会派変更等の手続きに伴い、暫時休憩いたします。直

ちに議会運営委員会を開催いたしますので、委員の方は第一委員会室にお集まりください。 

午前１０時０２分 休憩 

 

午前１０時３３分 開議 

○議長（久保 玄爾君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 

  許可第２号防府市議会議長の辞職について（追加） 

○議長（久保 玄爾君） さて、私は都合により、議長の辞職願を副議長に提出しており

ましたので、お諮りいたします。 

 この際、議長の辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（久保 玄爾君） 御異議ないものと認めます。よって、この際、議長辞職の件を

日程に追加し、議題といたします。 

 私の一身上の事柄に関することでございますので、これより除斥のため退場することと

し、副議長と交代いたします。 

        〔議長退場 副議長着席〕 

○副議長（深田 慎治君） それでは、かわって議事を進行させていただきますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 まず、議長の辞職願を局長より朗読させます。 

○議会事務局長（山下  正君） それでは朗読いたします。 

         辞職願 

 私儀、一身上の都合により議長を辞職したいので、許可されるよう願います。 

 平成１４年１２月６日 

                            防府市議会議長 久保玄爾 

 防府市議会副議長 深田慎治様 

 以上でございます。 

○副議長（深田 慎治君） お諮りいたします。 

 本件については、これを許可することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（深田 慎治君） 御異議ないものと認めます。よって、議長の辞職を許可する
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ことに決定いたしました。 

 ここで、久保前議長より、辞職のごあいさつをいただきたいと思います。 

        〔前議長 久保 玄爾君 登壇〕 

○３０番（久保 玄爾君） 議長を辞任するに当たりまして、皆様方に一言ごあいさつ申

し上げます。 

 顧みますと、平成１２年１２月、市議会臨時会におきまして、議員各位の温かい御支援

によりまして御推挙いただき、市議会議長の要職につかせていただきました。以来２年の

間、浅学非才の身でありながら、一心に市政の発展と円滑な議会運営にひたすら精進して

まいったつもりでございますが、皆様方の御期待に十分添い得なかったことをおわび申し

上げる次第でございます。 

 今後とも皆様とともに、市政発展のため、市民福祉増進のために全力を尽くしてまいり

たいと存じております。相変わらずの御支援をよろしくお願いしたいと思います。 

 また、松浦市長を初め、理事者各位におかれましては、格別の御支援、御協力をいただ

き、その任務を曲がりなりにも果たし得たことにつきましてお礼を申し上げます。 

 簡単ではございますが、議長退任のあいさつといたします。どうもありがとうございま

した。（拍手） 

○副議長（深田 慎治君） それでは、甚だ僣越ではございますが、議員を代表いたしま

して、久保前議長に一言謝辞を申し上げます。 

        〔副議長 深田 慎治君 登壇〕 

○副議長（深田 慎治君） それでは、甚だ僣越ではございますが、議員を代表いたしま

して、久保前議長に一言謝辞を申し上げます。 

 久保前議長は、議長就任以来、円満な人柄と卓越した見識で、公正な議会運営のために

大変な御尽力をいただきました。特にこの２年間は、市街地再開発、県央部の合併問題な

ど、本市の将来を左右する非常に重要な課題が山積している中で、その方向づけに対し、

すぐれた指導力を発揮されてこられました。ここに改めて敬意と謝意を表するものでござ

います。 

 どうか、今後とも防府市の発展のために、従前にも増して御尽力を賜りますようお願い

申し上げまして謝辞といたします。ありがとうございました。 

 

  選挙第１号防府市議会議長の選挙について（追加） 

○副議長（深田 慎治君） それでは、ただいま議長が欠員となりました。 

 お諮りいたします。この際、議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。
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これに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（深田 慎治君） 御異議ないものと認めます。よって、この際、議長の選挙を

日程に追加し、選挙を行います。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第１項の規定により、投票をもって

行います。 

 ただいまから投票の準備をいたしますので、しばらくお待ちください。 

        〔投票準備〕 

○副議長（深田 慎治君） ２２番。 

○２２番（広石  聖君） 議長選云々という話が出ましたが、正直、だれが立候補され

るのかわかりませんが、立候補される方のお名前を明確にしてほしいと思いますし、その

方がどういう理念、お考えで議長選に立たれるのか、判断の基準にひとつごあいさつをい

ただきたいと思いますが。 

○副議長（深田 慎治君） 暫時休憩いたします。 

午前１０時４１分 休憩 

 

午前１０時４３分 開議 

○副議長（深田 慎治君） 休憩を閉じます。 

 立候補届け出制度がございませんので、選挙を行いたいと思います。２２番。 

○２２番（広石  聖君） 普通は、今、議長が辞職なされて、一身上の都合ということ

ですから、一身上の中身までは聞きませんが、それはそれとして、大事な議会のかじ取り

を決めるわけですから、公平に選挙を行う。この選挙は選挙法の選挙ですよね。それなら

やはりきちんとその手続を経て立候補を、いわゆる普通の市長選とか市議会議員選挙と同

じ選挙だと思うんですよ、拘束力のある。やはりきちんとした選挙の手続を踏まえてやる

べきではないのですか。それが市民の皆さんにわかりやすい議長選だと思いますが。あな

ただけ一人でどんどん進めてもらったら困る。自治法との絡みはどうなっとるんかね。 

○副議長（深田 慎治君） わかりました。暫時休憩いたします。 

 議運を開きたいと思いますので、議員の方は第一委員会室へお願いします。 

午前１０時４４分 休憩 

 

午後 １時５１分 開議 

○副議長（深田 慎治君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 
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 議場の閉鎖を命じます。 

        〔議場閉鎖〕 

○副議長（深田 慎治君） ただいまの出席議員数は３０名でございます。 

 投票箱を改めさせます。 

        〔投票箱点検〕 

○副議長（深田 慎治君） 異状ないものと認めます。 

 念のために申し上げます。投票は単記無記名投票であります。投票用紙には被選挙人の

氏名を記載してください。 

 投票用紙は、記載所の前でお渡しいたしますので、点呼に応じて順次お受け取り願いま

す。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、投票をお願いします。 

 それでは、点呼をお願いします。 

○議会事務局長（山下  正君） それでは点呼を行います。敬称は省略させていただき

ます。 

        〔氏名点呼 投票〕 

○副議長（深田 慎治君） 投票漏れはありませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（深田 慎治君） 投票漏れはないものと認めます。 

 これで投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

        〔議場開鎖〕 

○副議長（深田 慎治君） これより開票を行います。防府市議会会議規則第３０条第２

項の規定により、立会人に平田議員、河杉議員の御両名を御指名いたします。 

 立会人の御両名は前に出ていただきます。 

 投票箱を開き、投票の点検をいたします。 

        〔開票〕 

○副議長（深田 慎治君） 投票の結果を御報告いたします。 

 投票総数３０票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

 そのうち、有効投票   ３０票 

 有効投票中 

      久保議員   １５票 

      中司議員   １５票 

 以上のとおり、久保議員の得票と中司議員の得票が同数であり、その投票数は法定得票
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数８票を超えています。 

 地方自治法第１１８条の規定により準用する公職選挙法第９５条第２項の規定によって、

当選者はくじで決定することになりました。 

 くじの手続について申し上げます。くじは被選挙人が議場におられますので、被選挙人

にお引き願います。まず、くじを引く順序をくじで決め、その順序に基づいて当選人を決

めるくじを引いていただくことにいたします。以上、御了承願います。 

 くじは２回に分けて行います。第１回目は、くじを引く順序を決めるためのものでござ

います。第２回目は、くじの順序に従い当選人を決定するためのものであります。 

 くじは抽選棒によって行います。久保議員、中司議員の登壇をお願いいたします。 

 まず、くじを引く順序をお決め願います。中司議員、久保議員、くじをお願いいたしま

す。 

        〔順番くじ〕 

○副議長（深田 慎治君） くじの結果を報告いたします。ただいまのくじの結果、中司

議員が先にくじを引くことになりました。 

 まず中司議員、くじをお願いいたします。続いて久保議員、くじをお願いします。 

        〔本くじ〕 

○副議長（深田 慎治君） くじの結果を報告いたします。中司議員が当選のくじを引か

れました。したがって、中司議員が当選人と決定いたしました。 

 ただいま議長に当選されました中司議員に、防府市議会会議規則第３１条第２項の規定

により、当選告知をいたします。 

        〔当選告知〕 

○副議長（深田 慎治君） これより議長に当選されました中司議員に就任のごあいさつ

をお願いいたします。 

        〔議長 中司  実君 登壇〕 

○２７番（中司  実君） 一言お礼を申し上げます。 

 今、皆様方の御推挙をいただきまして、あるいは前議長の久保さんにも大変御協力いた

だきまして、重荷を背負うようになりまして、一生懸命心に決めております。 

 これから、すばらしい難問であるとかいろいろな問題が山積しておりますが、それらを

乗り越えなければならない今、時代でございますだけに、議員の皆様方には、今まで以上

の御支援、御協力をいただきながら、あるいは執行部の皆さんの御理解をいただきながら、

これから議会を運営していきたいと、今、心改めております。 

 未熟者ではございますが、２６年間議員をやっておりますだけに、これから皆様方一人
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ひとりと御相談しながら、すばらしい議会運営をやっていきたいと感じております。本当

に心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。（拍手） 

○副議長（深田 慎治君） それでは新議長と交代いたします。ありがとうございました。 

        〔副議長後退、議長着席〕 

 

  許可第３号防府市議会副議長の辞職について（追加） 

○議長（中司  実君） １番、深田副議長。 

○１番（深田 慎治君） 私、一身上の都合により、副議長を辞職したいと思いますので、

辞職願を提出いたします。 

○議長（中司  実君） ただいま深田副議長から、議長の手元に副議長の辞職願が提出

されました。 

 お諮りいたします。この際、副議長の辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異

議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、この際、副議長辞職の件

を日程に追加し、議題といたします。 

 本件については、一身上に関する事柄でありますので、深田副議長の退席を求めます。 

        〔副議長退席〕 

○議長（中司  実君） まず、辞職願を局長より朗読させます。 

○議会事務局長（山下  正君） 朗読いたします。 

         辞職願 

 私儀、一身上の都合により副議長を辞職したいので、許可されるよう願います。 

 平成１４年１２月６日 

                           防府市議会副議長 深田慎治 

 防府市議会議長 中司 実様 

 以上でございます。 

○議長（中司  実君） お諮りいたします。 

 本件については、これを許可することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、副議長の辞職を許可する

ことに決定いたしました。 

 ここで、深田前副議長から辞職のごあいさつをいただきたいと思います。 
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        〔前副議長 深田 慎治君 登壇〕 

○１番（深田 慎治君） 副議長を辞任するに当たり、一言ごあいさつ申し上げたいと思

います。 

 ちょうど１年前の１２月定例市議会で、皆様方の御推挙により副議長の要職につかせて

いただきました。浅学非才の身ながら、皆様方の御支援によりまして、どうにか無事に務

めることができました。厚くお礼申し上げる次第でございます。 

 今後とも、議員の一員として市政発展のために努力をしていきたいと考えておりますの

で、変わらざる御支援、御協力のほどをお願いいたしまして、簡単ではございますが退任

のあいさつにかえさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（中司  実君） それでは、甚だ僣越ではございますが、議員を代表いたしまし

て深田前副議長に一言謝辞を申し上げます。 

        〔議長 中司  実君 登壇〕 

○議長（中司  実君） それでは、深田前副議長に議員を代表いたしまして一言謝辞を

申し上げます。 

 振り返ってみますと、この１年間は本市にとりまして将来を左右する大変重要な時期に

あったと考えております。かかる時期にあなたは、円満な人柄、人格、卓越した行動力で

久保前議長をよく補佐され、公正な議会運営を心がけ、市政発展に御尽力されましたこと

に対し、衷心より感謝を申し上げます。 

 今後とも、そのすぐれた識見と行動力で、防府市の発展と議会運営に御尽力を賜ります

よう切にお願い申し上げまして謝辞といたします。ありがとうございました。 

 

  選挙第２号防府市議会副議長の選挙について（追加） 

○議長（中司  実君） ただいま副議長が欠員となりました。 

 よって、この際、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行います。これに御異議ござい

ませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、この際、副議長の選挙を

日程に追加し、選挙を行います。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第１項の規定により、投票をもって行い

ます。 

 ただいまから投票の準備をいたしますので、しばらくお待ちください。 

        〔投票準備〕 
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○議長（中司  実君） ２３番、藤井議員。 

○２３番（藤井 正二君） 暫時休憩をお願いしたいと思います。 

○議長（中司  実君） それでは暫時休憩いたします。御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） はい、どうぞ。 

午後 ２時２０分 休憩 

 

午後 ２時２６分 開議 

○議長（中司  実君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 議場の閉鎖を命じます。 

        〔議場閉鎖〕 

○議長（中司  実君） ただいまの出席議員数は３０名でございます。 

 投票箱を改めさせます。 

        〔投票箱点検〕 

○議長（中司  実君） 異状ないものと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名投票であります。投票用紙に被選挙人の氏名

を記載してください。 

 投票用紙は、記載所の前でお渡しいたしますので、点呼に応じて順次お受け取り願い、

投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、投票をお願いします。 

 それでは、点呼をお願いします。 

○議会事務局長（山下  正君） それでは点呼を行います。敬称は省略させていただき

ます。 

        〔氏名点呼 投票〕 

○議長（中司  実君） 投票漏れはありませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 投票漏れはないものと認めます。 

 これで投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

        〔議場開鎖〕 

○議長（中司  実君） これより開票を行います。防府市議会会議規則第３０条第２項

の規定により、立会人に平田議員、河杉議員の御両名を御指名いたします。 

 立会人の御両名は前に出ていただきます。 
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 投票箱を開き、投票の点検をいたさせます。 

        〔開票〕 

○議長（中司  実君） 投票の結果を御報告いたします。 

 投票総数３０票、これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。 

 そのうち、有効投票   ３０票 

 有効投票中 

      横見議員   ２８票 

      木村議員    ２票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は８票でございます。よって、横見議員が副議長に当選されまし

た。 

 ただいま副議長に当選されました横見議員に、防府市議会会議規則第３１条第２項の規

定により、当選告知をいたします。 

        〔当選告知〕 

○議長（中司  実君） これより副議長に当選されました横見議員に就任のごあいさつ

をお願いいたします。 

        〔副議長 横見  進君 登壇〕 

○副議長（横見  進君） それでは、一言ごあいさつを申し上げます。 

 ただいま皆様方のお力添えによりまして本職に就任することになりました。私自身、無

能鈍才でありまして、議長の補佐あるいは議会内の統理について、甚だ心もとないところ

があると思いますけれども、全力でもってこの職責を全うしてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、執行部の皆様方には、高い席からでございますけれども、今後いろいろな問題で

お世話になることが多いと思いますけれども、よろしく御指導のほどお願い申し上げます。 

 いずれにいたしましても、現在の我が市が抱えている諸問題は、他の地方自治体が持っ

ておる内容と全く同じで、大変厳しく、また多くの諸課題の渦中にありますし、私自身、

市民の負託にこたえることを基本に、この職責を全うしてまいりたい、このように考えて

おります。 

 どうか、従前に変わりませぬ皆様方の御指導、そして御協力をお願い申し上げまして、

簡単ではございますけれども、あいさつとさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。（拍手） 

○議長（中司  実君） ここで、市長から執行部を代表して、新旧正副議長にあいさつ
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を申し述べられます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君） 執行部を代表いたしまして、久保前議長さん、深田前副議長さ

んへお礼と、新たに御就任されました中司議長さん、横見副議長さんにお祝いを申し上げ

たいと存じます。 

 久保前議長さんには一昨年１２月から２年間、また深田前副議長さんには昨年の１２月

から１年間、多難な時期ではありましたが、円滑な議会運営を図られ、その成果を挙げら

れたところであります。議長さん、副議長さんの適切な御指導、御助言のおかげをもちま

してスムーズな行政運営を図ることができましたことを心から御礼申し上げる次第であり

ます。今後とも引き続き、市政発展のため、御指導、御尽力を賜らんことをお願い申し上

げます。 

 新たに就任されました中司議長さん、横見副議長さん、まことにおめでとうございます。

心からお祝いを申し上げます。 

 御承知のように、本市は今、県央部２市４町の対等合併へと重大な転換期を迎えており

ます。どうか新議長さん、新副議長さんにおかれましては、すぐれた見識と行動力を十分

に発揮され、市政の発展に御尽力をいただきますようお願い申し上げますとともに、私ど

も執行部に対しましても一層の御指導、御高配を賜りますようお願い申し上げる次第でご

ざいます。 

 以上、甚だ粗辞ではございますが、執行部を代表いたしまして御礼とお祝いの言葉とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

 

  議席の一部変更について（追加） 

○議長（中司  実君） それでは、正副議長の選挙に伴いまして、議席の一部変更をし

たいと思います。 

 お諮りします。正副議長の議席につきましては、慣例により、議長は３０番、副議長は

１番とすることになっております。このたびも議長は３０番、副議長は１番とするよう取

り扱うことに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、正副議長は慣例のとおり

とし、久保議員は２７番、深田議員は２９番に議席の一部を変更することに決定いたしま

した。 

 それでは、ただいま決定しました議席に、それぞれ御着席願います。 
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  選任第８号防府市議会常任委員会委員の選任について 

○議長（中司  実君） 選任第８号を議題といたします。 

 これより各常任委員会委員の選任を行います。 

 選任の方法につきましては、慣例により各議員から第１希望、第２希望の申告書を提出

していただき、その割り振りを議長並びに各会派の会長で調整の上、所属決定しておりま

す。 

 この方法により実施したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。 

 ただいまから、事務局より希望委員会申告書を配付させますので、御記入をお願いしま

す。 

        〔申告書配付〕 

○議長（中司  実君） 御記入が終わりましたら、事務局職員が回りますのでお渡し願

います。 

 それでは、調整につきましては議長並びに会派の会長に御一任の了承を得ましたので、

調整の間、しばらく休憩したいと思います。なお、調整の段階で御相談申し上げることも

あろうかと思いますので、会派控室で待機していただくようお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後 ２時５９分 休憩 

 

午後 ４時３８分 開議 

○議長（中司  実君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 各常任委員会の構成ができましたので、事務局長より報告させます。 

○議会事務局長（山下  正君） 御報告申し上げます。 

 敬称は省略し、順不同でございますが御了承願います。 

 総務委員会、河杉議員、石丸議員、横田議員、久保議員、今津議員、山本議員、藤本議

員、中司議長。 

 次に教育民生委員会、弘中議員、山田議員、河村議員、馬野議員、木村議員、安藤議員、

岡村議員、横見副議長。 

 次に経済委員会、山下議員、佐鹿議員、松村議員、藤井議員、田中議員、斉藤議員、青

木議員。 
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 次に建設委員会、広石議員、大村議員、行重議員、熊谷議員、平田議員、藤野議員、深

田議員。 

 以上でございます。 

○議長（中司  実君） それでは、各常任委員会委員の選任については、防府市議会委

員会条例第８条第１項の規定により、ただいま報告したとおり、それぞれ指名したいと思

いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、ただいまの報告のとおり、

常任委員会委員に選任することに決定いたしました。 

 ここで、常任委員会正副委員長の互選をお願いいたします。委員会開催のため、暫時休

憩をいたします。 

 委員会の開催場所を申し上げます。 

 総務委員会は１階第一委員会室、教育民生委員会は１階第一応接室、経済委員会は１階

談話室、建設委員会は１階議会運営委員会室。 

 以上ですので、よろしくお願いいたします。 

 なお、本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめこれを延長いたします。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、各部屋にお願いいたします。 

午後 ４時４０分 休憩 

 

午後 ４時５４分 開議 

○議長（中司  実君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 休憩中に互選が行われましたので、結果を御報告いたします。 

 総務委員長、河杉議員、同副委員長、今津議員、教育民生委員長、馬野議員、同副委員

長、弘中議員、経済委員長、山下議員、同副委員長、松村議員、建設委員長、広石議員、

同副委員長、大村議員。 

 以上でございます。 

 

  選任第９号防府市議会議会運営委員会委員の選任について 

○議長（中司  実君） それでは、選任第９号を議題といたします。 

 これより議会運営委員会委員の選任を行います。防府市議会委員会条例第８条の規定に

より指名いたします。 
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 事務局長から報告させます。 

○議会事務局長（山下  正君） 御報告申し上げます。 

 敬称を省略し、順不同でございますが御了承願います。 

 安藤議員、平田議員、今津議員、河杉議員、馬野議員、斉藤議員、山下議員、深田議員。 

 以上でございます。 

○議長（中司  実君） ただいま報告しましたとおり、議会運営委員会委員にそれぞれ

御指名いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議会運営委員会委員にた

だいま御指名いたしました方々を選任いたしました。 

 なお、防府市議会委員会条例第４条第２項の規定により、議会運営委員会の委員定数は

１０名となっており、ただいまのところ、２名の欠員を生じております。この定数に満た

ない部分の選出方法については、本議会の申し合わせにより、協議の上、決定することに

なっておりますので、ここで暫時休憩し、議会運営委員会を開催の上、ただいま選任され

ました８名の委員の方に御協議をお願いしたいと思います。 

 委員の方は１階第一委員会室にお集まりください。 

 なお、委員以外の皆さんには、委員選出のため、会派内での協議等が必要な場合がござ

いますので、各会派の部屋の方で待機されるようお願いします。 

 暫時休憩いたします。 

午後 ４時５７分 休憩 

 

午後 ５時 ５分 開議 

○議長（中司  実君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 欠員が生じております２名につきましては、ただいま行われました議会運営委員会にお

いて、協議の結果、日本共産党及び明政会からそれぞれ１名を選出することになりました。 

 そこで、両会派内で協議が行われ、委員が選出されましたので、事務局長より報告させ

ます。 

○議会事務局長（山下  正君） 御報告申し上げます。 

 敬称を省略し、順不同でございますが御了承願います。 

 山本議員、松村議員。 

 以上でございます。 

○議長（中司  実君） ただいま報告しましたとおり、議会運営委員会委員にそれぞれ
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御指名したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議会運営委員会委員にた

だいま御指名いたしました方々が選任されました。 

 ここで、議会運営委員会の正副委員長の互選を行います。 

 議会運営委員会開催のため、暫時休憩とします。 

 委員の方は、１階第一委員会室にお集まりください。 

午後 ５時０６分 休憩 

 

午後 ５時１８分 開議 

○議長（中司  実君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 休憩中に議会運営委員会が開催され、正副委員長が選出されましたので御報告申し上げ

ます。 

 委員長に深田議員、副委員長に平田議員。 

 以上でございます。 

 

  議会運営委員会の閉会中の特定事件の審査について（追加） 

○議長（中司  実君） お諮りいたします。この際、議会運営委員会の閉会中の特定事

件の審査についてを日程に追加し、議題とすることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、議会運営委員会の閉会中

の特定事件の審査についてを日程に追加し、議題といたします。 

 議会運営委員会の閉会中の特定事件の審査についてお諮りいたします。 

 議会運営委員長から、所管事項のうち防府市議会会議規則第９６条の規定によって、１、

次期定例会並びに臨時会の会期等に関する調査、２、議会運営に関すること、３、会議規

則、委員会条例等に関すること、４、議長の諮問に関すること、５、議会運営の効率化の

調査等について、地方自治法第１０９条第６項の規定により、特定事件として閉会中の継

続審査の申し出があります。 

 委員長からの申し出のとおり、申し出の事件について、閉会中もなお調査・研究を行い、

１の次期定例会並びに臨時会の会期等に関する調査については議員の任期中の継続審査と

し、その他の事件については、その調査・研究等が終了するまでの間、これを特定事件と

して審査に付することに御異議ございませんか。 



－18－ 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、委員長からの申し出のと

おり、申し出の事件を地方自治法第１０９条第６項の規定による事件とし、１の次期定例

会並びに臨時会の会期等に関する調査については議員の任期中、その他の事件については、

その調査・研究が終了するまでの間、審査に付することに決定いたしました。 

 

○議長（中司  実君） ここでお諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中司  実君） 御異議ないものと認めます。よって、本日はこれにて延会する

ことに決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。なお、次回の本会議は１２月９日、月曜日の午前１０

時から再開いたしますので、よろしくお願いいたします。 

午後 ５時２１分 延会 

 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

   平成１４年１２月６日 

 

               防府市議会旧議長   久 保  玄 爾 

 

               防府市議会新議長   中 司    実 

 

               防府市議会旧副議長  深 田  慎 治 

 

               防府市議会議員    青 木  岩 夫 
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